
徳
川
家
康
が
豊
臣
秀
頼
を
滅
ぼ
し
た
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四

・
二
十
年
（
一
六

）

一
五
）
の
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
が
、
秋
田
県
公
文
書
館
所

蔵
の
絵
図
の
中
に
も
そ
の
関
係
絵
図
が
あ
り
ま
す
。

大
坂
冬
の
陣
に
秋
田
藩
初
代
藩
主
佐
竹
義
宣
は
、
二
百
一
騎
、
約
二
千
の
兵
を
率
い

て
参
戦
し
ま
し
た
。
講
談
の
影
響
の
せ
い
か
、
冬
の
陣
で
は
真
田
丸
の
攻
防
が
有
名
で

す
が
、
実
は
冬
の
陣
最
大
の
激
戦
は
鴫
野
・
今
福
の
戦
い
で
し
た
。
対
す
る
豊
臣
方
の

将
は
後
藤
又
兵
衛
で
、
こ
の
戦
さ
で
秋
田
藩
で
は
家
老
の
渋
江
内
膳
政
光
ら
九
名
と
内

膳
家
人
六
名
（
戸
祭
十
兵
衛
・
来
栖
修
理
介
・
鈴
木
正
左
衛
門
・
黒
川
伝
右
衛
門
・
浜

野
平
左
衛
門
・
駒
野
目
六
兵
衛
）
の
合
わ
せ
て
十
五
名
が
戦
死
し
、
他
に
多
く
の
負
傷

者
を
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
佐
竹
勢
の
活
躍
は
戦
況
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、
特
に
活
躍

し
た
家
臣
五
人
（
戸
村
十
太
夫
・
梅
津
半
右
衛
門
・
信
太
内
蔵
介
・
大
塚
九
郎
兵
衛
・

黒
沢
甚
兵
衛
）
に
は
、
将
軍
徳
川
秀
忠

か
ら
「
感
状
」
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

翌
年
の
夏
の
陣
に
は
、
佐
竹
勢
は
大

坂
に
向
か
う
途
上
、
平
岡
（
現
東
大
阪

市
）
で
落
城
を
聞
き
、
合
戦
に
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
大

坂
冬
の
陣
は
、
戦
国
期
を
切
り
抜
け
て

き
た
佐
竹
勢
の
最
後
の
戦
争
と
し
て
藩

士
た
ち
に
記
憶
さ
れ
、
こ
れ
が
江
戸
時

代
に
多
く
の
合
戦
伝
記
や
絵
図
が
作
製

さ
れ
る
背
景
と
な
り
ま
し
た
。

「

」

秋
田
県
公
文
書
館
で
は

大
坂
の
陣

関
連
の
絵
図
の
複
製
を
作
製
し
、
よ
り

閲
覧
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

。

（

）

非
ご
覧
く
だ
さ
い

伊
藤
成
孝
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大坂の陣関係複製絵図史料一覧

整理記号・番号 資料名

混乙－ 大坂冬御陣図170

混乙－ － 大坂夏御陣図一171 2

混乙－ － 大坂夏御陣図二171 2

混乙－ 大坂御陣城内人数配方精図175

県Ｃ－ 大坂今福表之絵図389

ＡＨ － 摂州大坂冬夏御陣之図全212 3

ＡＨ － 大坂陣場図－冬夏両陣－212 6

激戦「大坂冬の陣 今福の戦い」の絵図を見よう!!



レ
フ
ァ
レ
ン
ス
Ｑ
＆
Ａ
の
コ
ー
ナ
ー

羽
州
街
道
の
一
里
塚
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
古
文
書
で

確
認
で
き
ま
せ
ん
か
？

湊
文
書
の

（
湊
７
８
）
を
ご
覧

「
帰
国
道
中
行
程
記
」

く
だ
さ
い
。
史
料
は
１
０
㎝×

７
・
５
セ
ン
チ
。
携
帯

し
て
持
ち
歩
い
た
で
あ
ろ
う
そ
の
史
料
に
は
、
江
戸
か

。

ら
久
保
田
ま
で
の
一
里
塚
の
場
所
が
書
い
て
あ
り
ま
す

さ
ら
に
距
離
ま
で
も
書
い
て
あ
る
優
れ
も
の
！

た
だ
し
、
こ
の
史
料
の
記
載
か
ら
、
そ
の
正
確
な
位

置
を
特
定
す
る
の
は
難
し
そ
う
…

■

大
曲
上
入
口
ニ
有

花
立

小
川
橋

川
舟
渡

■

新
河
原
ニ
有

川
舟
渡

一
里
七
丁
二
十
間

神
宮
寺

■

畑
中
ニ
有

廿
四
丁
四
十
間

楢
岡
新
町

■

畑
中
三
本
杉
ニ
有

一
里
廿
丁
十
一
間

刈
和
野

■

畑
中
刈
和
野
八
丁
程
下

二
里
九
丁
廿
六
間

し
か
し
、
距
離
が
分
か
れ
ば
シ
メ
タ
も
の
！

（

）

さ
ぁ
一
里
塚
探
索
の
旅
に
出
発
だ
！

畑
中
康
博

古
文
書
小
ネ
タ

〜
「
夫
婦
喧
嘩
は
犬
も
食
わ
ぬ
」
の
巻
〜

今
日
七
ッ
頃
上
川
端
孫
助
と
申
者
、
口
論
之
上
女
房

へ
包
丁
投
付
、
背
へ
疵
付
候
段
、
庄
屋
久
右
衛
門
申

出
、
御
足
軽
目
付
よ
り
も
申
出
候
ニ
付
、
孫
助
儀
丁

内
ニ
て
見
、
鑓
番
相
付
、
北
島
貞
元
へ
療
治
申
付
候

（
「

」

）

右
有
願
之
。

石
井
忠
行
日
記

安
政
四
年
八
月
晦
日
条

コ
ラ
コ
ラ
孫
助
！
腹
を
立
て
て
も
奥
さ
ん
に
包
丁
を

投
げ
て
は
い
か
ん
！

さ
て
こ
の
記
事
で
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
足
軽

が
町
人
の
も
め
ご
と
を
報
告
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

実
は
秋
田
の
歴
史
研
究
で
、
足
軽
の
実
態
は
よ
く
分

。

、

か
っ
て
な
い
の
が
現
状
で
す

し
か
し
こ
の
記
事
か
ら

足
軽
が
町
の
お
ま
わ
り
さ
ん
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
「
仲
良
き
こ
と
は
美
し
き
こ
と
か
な
」
を

心
掛
け
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

（

）

畑
中
康
博

古
文
書
こ
ぼ
れ
ば
な
し

幕
末
秋
田
藩
「
周
旋
方
」
の
ゆ
く
え

幕
末
の
秋
田
藩
に
お
い
て
、
政
局
の
推
進
に
大
き
な

役
割
を
担
っ
た
周
旋
方
の
登
場
に
深
く
関
わ
る
興
味
深

い
書
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
京
都
定
居
の
役
に
あ
る
近
藤
良
之
進
か
ら
、

国
元
に
い
る
小
野
崎
鉄
蔵
に
宛
て
た
も
の
で
、
文
久
三

年
（
一
八
六
三
）
六
月
十
九
日
の
出
来
事
で
す
。

内
容
を
簡
潔
に
述
べ
る
と
、
鳥
取
藩
池
田
慶
徳
の
家

臣
で
あ
る
千
葉
重
太
郎
・
勝
部
静
男
の
両
名
が
近
藤
の

屋
敷
を
訪
ね

「
当
時
諸
家
様
有
志
の
者
差
し
出
さ
れ
、

、

勤
王
周
旋
を
相
尽
す
こ
と
ゆ
え
」
名
門
佐
竹
家
か
ら
も

ぜ
ひ
有
志
を
出
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
で
し
た
。

し
か
し

こ
の
唐
突
な
申
し
出
に
近
藤
良
之
進
は

国

、

「

元
久
保
田
の
指
示
な
く
人
数
を
差
し
出
す
こ
と
は
無
理

で
あ
る
」
と
婉
曲
に
断
り
ま
す
。
か
え
っ
て
「
周
旋
方

の
有
志
と
は
ど
ん
な
任
務
で
す
か
」
と
千
葉
ら
に
問
い

た
だ
し
ま
す
。
そ
の
返
答
は
「
朝
廷
の
御
為
め
第
一
と

心
が
け
、
公
武
御
間
柄
を
始
め
万
事
御
内
密
の
御
模
様

を
御
探
索
す
る
こ
と
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
元
治
元
年
に
な
る
と
情
勢
の
変
動
に

伴
い
、
長
州
藩
な
ど
の
尊
攘
派
と
気
脈
を
通
じ
る
秋
田

藩
士
が
増
え
、
い
つ
し
か
藩
の
枠
を
は
み
出
て
行
動
す

る
よ
う
に
な
り

「
宇
都
宮
孟
綱
日
記
」
に
「
兼
て
周
旋

、

方
の
最
上
な
る
平
田
延
太
郎
に
つ
き
献
上
方
の
役
を
免

ず
る

（
九
月
二
十
八
日
条
）
と
か

「
御
小
姓
小
野
崎

」

、

鉄
蔵
は
甚
だ
周
旋
家
で
あ
る
か
ら
そ
の
職
を
解
く

（
十

」

）

。

月
四
日
条

等
の
記
事
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す

こ
の
よ
う
に
周
旋
方
は
藩
に
よ
っ
て
一
時
は
圧
迫
さ

れ
た
か
に
見
え
ま
す
が
、
完
全
に
は
排
除
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
わ
け
は
、
藩
が
彼
ら
の
持
つ
全
国
的
な

情
勢
分
析
機
能
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
弱
み
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

や
が
て
秋
田
藩
の
周
旋
方
メ
ン
バ
ー
は
鎮
撫
軍
支
援

の
先
導
役
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
諸
藩
の
周

旋
方
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
全
国
の
趨
勢
に
沿

っ
た
行
動
が
で
き
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
た
結
果
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

（
加
藤
民
夫
）
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